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(57)【要約】
【課題】容器の振動による予期しない液体の吐出を抑制
できる液体収容容器を提供する。
【解決手段】液体収容容器（１）は、開口部（２１）を
有する容器本体（２）と、孔部（３１）を有する蓋部（
３２）を有し、開口部（２１）を蓋する栓部材（３）と
、容器本体（２）内に収容された液体を外部へ吐出する
ための吐出口（４１１）を備える第１の端部（４１）、
容器本体（２）内に収容された液体を第１の端部（４１
）へ供給する吸入口（４２１）を備える第２の端部（４
２）、及び湾曲部（４３）を有する略Ｕ字型形状の管状
部材（４）と、を備える。第１の端部（４１）は、吐出
口（４１１）が孔部（３１）内に配置されるか、又は孔
部（３１）を通じて栓部材（３）の外表面から突出する
ように配置されており、第２の端部（４２）は、吸入口
（４２１）が栓部材（３）の蓋部（３２）と対向するよ
うに容器本体（２）内に配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　開口部（２１）を有する容器本体（２）と、
　孔部（３１）を有する蓋部（３２）を有し、前記開口部（２１）を蓋する栓部材（３）
と、
　前記容器本体（２）内に収容された液体を外部へ吐出するための吐出口（４１１）を備
える第１の端部（４１）、前記容器本体（２）内に収容された液体を前記第１の端部（４
１）へ供給する吸入口（４２１）を備える第２の端部（４２）、及び湾曲部（４３）を有
する略Ｕ字型形状の管状部材（４）と、を備え、
　前記第１の端部（４１）は、前記吐出口（４１１）が前記孔部（３１）内に配置される
か、又は前記孔部（３１）を通じて前記栓部材（３）の外表面から突出するように配置さ
れており、
　前記第２の端部（４２）は、前記吸入口（４２１）が前記栓部材（３）の蓋部（３２）
と対向するように前記容器本体（２）内に配置されている、液体収容容器（１）。
【請求項２】
　前記容器本体（２）の外側に、前記容器本体（２）に収容された液体を被塗布面に塗布
するための塗布体（５）を有する、請求項１記載の液体収容容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被塗布面（ガラス、金属、樹脂、木材等）に塗布される撥水剤、洗浄剤、又
は艶出し剤等の液体を収容する液体収容容器に関する。詳細には、本発明は、容器本体を
振動させることによる予期しない液体の吐出を抑制することができる液体収容容器に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液体収容容器（１’）を図６に示す。従来の液体収容容器（１’）は、開口部（
２１’）を有する容器本体（２’）と、孔部（３１’）を有し、開口部（２１’）を蓋す
る栓部材（３’）と、を有する。従来の液体収容容器（１’）では、容器本体（２’）の
側面を加圧することにより、収容されている液体（Ｗ）が栓部材（３’）の孔部（３１’
）を通じて外部に吐出される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　液体収容容器に収容されている液体を塗布する際には、通常、液体収容容器を上下左右
に動かす。この動きにより、液体収容容器に振動が加わる。そして、図７に示すように、
従来の液体収容容器（１’）では、この振動によって液体（Ｗ）が孔部（３１’）を通じ
て外部に吐出されることがある。このような予期しない液体（Ｗ）の吐出は、液体（Ｗ）
の浪費となり好ましくない。
【０００４】
　本発明は、液体収容容器の振動による、予期しない液体の吐出を抑制することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するため、本発明は、（Ａ）開口部を有する容器本体と、（Ｂ）孔部を
有する蓋部を有し、前記開口部を蓋する栓部材と、（Ｃ）前記容器本体内に収容された液
体を外部へ吐出するための吐出口を備える第１の端部、前記容器本体内に収容された液体
を前記第１の端部へ供給する吸入口を備える第２の端部、及び湾曲部を有する略Ｕ字型形
状の管状部材と、を備え、前記第１の端部は、前記吐出口が前記孔部内に配置されるか、
又は前記孔部を通じて前記栓部材の外表面から突出するように配置されており、前記第２
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の端部は、前記吸入口が前記栓部材の蓋部と対向するように前記容器本体内に配置されて
いる液体収容容器を要旨とする。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、液体収容容器の振動による予期しない液体の吐出を抑制することがで
きる。その結果、液体の浪費を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本実施形態に係る液体収容容器（１）の断面図である。
【図２】図１の栓部材（３）及び管状部材（４）の断面図である。
【図３】本実施形態に係る他の液体収容容器（１）の断面図である。
【図４】本実施形態に係る液体収容容器（１）の使用状態を示す断面図である。
【図５】本実施形態に係る液体収容容器（１）の使用状態を示す断面図である。
【図６】従来の液体収容容器（１’）の断面図である。
【図７】従来の液体収容容器（１’）の使用状態を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
  本発明の実施の形態について以下説明する。本実施形態は本発明を実施する一例であっ
て、本発明は本実施形態に限定されるものではない。また、符号の数字は、本実施形態の
説明の便宜のために付したものであり、本発明を定義又は限定する趣旨ではない（特許請
求の範囲の符号も同様である。）。
【０００９】
　図１及び図３に示すように、本実施形態に係る液体収容容器（１）では、開口部（２１
）を有する容器本体（２）内に液体（Ｗ）が収容され、前記開口部（２１）は、孔部（３
１）を有する栓部材（３）により蓋をされている。
【００１０】
　容器本体（２）は、液体（Ｗ）を収容し、吐出することができる限り、その形状及び材
質に特に限定はない。本実施形態に係る液体収容容器（１）では、通常、容器本体（２）
の側面に加圧することにより、液体（Ｗ）が吐出される。よって、通常、容器本体（２）
の材質は樹脂（例えば、ポリエチレン等の柔軟性を有する合成樹脂）である。容器本体（
２）の形状の一例を図１及び図３に示す。本実施形態に係る液体収容容器（１）の容器本
体（２）は、胴部（２２）及び該胴部（２２）に連続して設けられ、前記胴部（２２）よ
りも径が小さい首部（２３）を有する。開口部（２１）は、首部（２３）の上方に設けら
れている。尚、容器本体（２）は、一定の径を有する胴部（２２）のみで構成されていて
もよい。
【００１１】
　液体（Ｗ）の種類には特に限定はない。液体（Ｗ）は通常、液体収容容器（１）から吐
出されてガラス面又はボディ等の被塗布面に塗布される。よって、液体（Ｗ）として具体
的には、例えば、撥水剤、洗浄剤、又は艶出し剤が挙げられる。
【００１２】
　栓部材（３）は、孔部（３１）を有する蓋部（３２）を備え、容器本体（２）を蓋する
ことができる限り、その具体的構成に特に限定はない。図１及び図２に示すように、栓部
材（３）は通常、孔部（３１）を有する蓋部（３２）と、蓋部（３２）の下方に延設され
た挿入部（３３）を有する。図１に示すように、本実施形態に係る液体収容容器（１）で
は、挿入部（３３）を開口部（２１）に挿入することにより、容器本体（２）を蓋する。
これとは逆に、図３に示すように、栓部材（３）は、挿入部（３３）に開口部（２１）に
挿入することにより、容器本体（２）を蓋する構成としてもよい。
【００１３】
　また、図２に示すように、栓部材（３）は、孔部（３１）に接続して下方へ延設された
管状部材挿入部（３４）を有していてもよい。後述のように、管状部材（４）は、管状部
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材挿入部（３４）の孔部に挿入することができる。尚、本書面では、管状部材挿入部（３
４）の孔部も孔部（３１）に含まれる。
【００１４】
　孔部（３１）の形状及び位置は、後述の管状部材（４）を配置し、液体（Ｗ）を吐出す
ることができる限り、特に限定はなく、必要に応じて適宜決定することができる。
【００１５】
　図１～図３に示すように、本実施形態に係る液体収容容器（１）では、第１の端部（４
１）、第２の端部（４２）、及び湾曲部（４３）を有する略Ｕ字型形状の管状部材（４）
を有する。第１の端部（４１）は、容器本体（２）内に収容された液体を外部へ吐出する
ための吐出口（４１１）を備える。第２の端部（４２）は、容器本体（２）内に収容され
た液体（Ｗ）を第１の端部（４１）へ供給する吸入口（４２１）を備える。
【００１６】
　本実施形態に係る液体収容容器（１）では、図４に示すように、使用時に容器本体（２
）の側面に加圧すると、液体（Ｗ）は吸入口（４２１）から吸入され、管状部材（４）を
通じて吐出口（４１１）から外部に吐出される。一方、図５に示すように、容器本体（２
）の側面に加圧せずに振動が加わった場合には、液体（Ｗ）は管状部材（４）内に留まる
。その結果、液体収容容器（１）の振動による予期しない液体（Ｗ）の吐出を抑制するこ
とができる。
【００１７】
　第１の端部（４１）は、孔部（３１）内に配置されるか、又は孔部（３１）を通じて栓
部材（３）の外表面から突出させるように配置されている。液体（Ｗ）を吐出口（４１１
）から外部に吐出させることができる限り、第１の端部（４１）の具体的な配置状態に特
に限定はない。第１の端部（４１）の配置状態の一例を図１に示す。図１では、第１の端
部（４１）は管状部材挿入部（３４）に挿入されている。
【００１８】
　第２の端部（４２）は、吸入口（４２１）が栓部材（３）の蓋部（３２）と対向するよ
うに前記容器本体（２）内に配置されている。かかる構成を備える限り、第２の端部（４
２）の具体的な配置状態に特に限定はない。第２の端部（４２）の配置状態の一例を図１
～図３に示す。図１及び図２では、第２の端部（４２）は、管状部材挿入口（３４）と挿
入部（３３）により形成される領域に配置されている。
【００１９】
　管状部材（４）は、第１の端部（４１）と、第２の端部（４２）と、湾曲部（４３）と
を有する略Ｕ字型形状である限り、具体的形状に特に限定はない。Ｕ字型形状であれば、
第１の端部（４１）と第２の端部（４２）との間の距離（Ｌ）が「０」である。そのため
、「略」とは、距離（Ｌ）が「０」でないことを許容する趣旨である。即ち、第２の端部
（４２）は、第１の端部（４１）よりも下方側に位置していてもよく、あるいは第１の端
部（４１）よりも上方側（＝開口部（２１）方向）へ突出していてもよい。距離（Ｌ）の
具体的範囲は、本発明の作用効果を阻害しない限り特に限定はない。図１に示すように、
前記第２の端部（４２）は通常、前記蓋部（３２）の近傍に配置される。かかる構成を有
することにより、液体（Ｗ）の量が少ない場合であっても、液体（Ｗ）を吐出することが
できるので好ましい。
【００２０】
　距離（Ｌ）として具体的には、例えば、以下の少なくとも一方の条件を満たすようにす
ることができる。式中、「Ｈ」は、第１の端部（４１）又は孔部（３１）の外側表面（吐
出口（４２１）が栓部材（３）の外表面から突出して配置されている場合）と湾曲部（４
３）との間の距離を示す（図２参照）。また、マイナスの値は、第２の端部（４２）が第
１の端部（４１）よりも上方側（＝開口部（２１）方向）へ突出していることを示す（図
２参照）。距離（Ｌ）が上記条件を満たす場合には、使用時に液体（Ｗ）を適切に吐出す
ると共に、液体収容容器（１）の振動による予期しない液体（Ｗ）の吐出をより抑制する
ことができるので好ましい。
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　（Ａ）－１ｃｍ≦Ｌ≦１ｃｍ（下限値として好ましくは－０．５ｃｍ、更に好ましくは
－０．３ｃｍである。上限値として好ましくは０．５ｃｍ、更に好ましくは０．３ｃｍで
ある。）
　（Ｂ）－０．５Ｈ≦Ｌ≦０．５Ｈ（下限値として好ましくは－０．３Ｈ、更に好ましく
は－０．１Ｈ、より好ましくは－０．０５Ｈである。上限値として好ましくは０．３Ｈ、
更に好ましくは０．１Ｈ、より好ましくは０．０５Ｈである。）
【００２１】
　上記のように、本実施形態の液体収容容器（１）は、収容された液体（Ｗ）を塗布する
ために用いることができる。液体収容容器（１）から吐出された液体（Ｗ）は通常、液体
収容容器（１）とは独立した塗布体（例えば、スポンジ）により塗布される。しかし、図
１及び図３に示すように、本実施形態の液体収容容器（１）では、容器本体（２）の外側
に、容器本体（２）に収容された液体を被塗布面に塗布するための塗布体（５）を有して
もよい。図１に示す本実施形態の液体収容容器（１）では、塗布体（５）は、台座（６）
上に設けられている。図１では、容器本体（２）の首部（２３）が台座（６）に挿入され
ている。また、図３に示すように、塗布体（５）は、栓部材（３）の蓋部（３２）の外表
面に設けることができる。
【００２２】
　塗布体（５）は、台座（６）又は栓部材（３）の蓋部（３２）の外表面に接着剤等で固
定されていてもよい。また、図１では、台座（６）は側壁（６１）及び底部（６２）を有
する。図３では、栓部材（３）は側壁（３５）及び蓋部（３２）を有する。このように、
台座（６）又は栓部材（３）は側壁及び底部（栓部材（３）の場合は蓋部（３２）に相当
する。）を有する構造でもよい。そして、図１及び図３に示すように、塗布体（５）は、
側壁と底部又は蓋部とにより形成される領域に着脱可能に設けられていてもよい。
【００２３】
　塗布体（５）は、液体（Ｗ）を被塗布面に塗布することができる限り、その具体的構成
に限定はない。塗布体（５）は、液体（Ｗ）を効率よく吸収し易く、しかも一旦吸収した
液体を被塗布面により均一に塗布することができることが好ましい。よって、塗布体（５
）は多孔質体が好ましく、また、柔軟性を有する材質であることが好ましい。塗布体（５
）として具体的には、例えば、フェルト、不織布、織物及び発泡樹脂体、並びにこれらの
複合体が挙げられる。また、塗布体（５）の大きさ及び形状は、必要に応じて適宜決定す
ることができる。塗布体（５）の形状として具体的には、例えば、円盤状、方形状、及び
三角形が挙げられる。更に、図１及び図３に示すように、塗布体（５）には液体（Ｗ）を
吐出するための吐出口（５１）を設けることができる。
【符号の説明】
【００２４】
１，１’；液体収容容器、２，２’；容器本体、２１，２１’；開口部、３；栓部材、３
１；孔部、３２；蓋部、３３；挿入部、３４；管状部材挿入部、３５；側壁、４；管状部
材、４１；第１の端部、４１１；吐出口、４２；第２の端部、４２２；吸入口、４３；湾
曲部、５；塗布体、５１；塗布体の吐出口、６；台座、６１；側壁、６２；底部、Ｗ；液
体、Ｌ；第１の端部と前記第２の端部との間の距離、Ｈ；第１の端部又は孔部の外側表面
と湾曲部との間の距離。
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